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窪田金次郎 ･高田和朋 ･成田紀之 (東京医
歯大 ･歯 )
ニホンザルの舌筋には片側で61個の筋紡錘が存
在する(根岸,1978)｡この舌筋紡錘の一次感覚
求心線維の支配ニューロンの局在及び,その中枢
投射経路と終止部位はまだ不明である｡これを解
明するために本実験が計画された｡実験は,生後
10カ月と11カ月のニホンザルで行なわれた｡ケタ
ラール麻酔奏効後,舌下神経幹を顎下部で切断し,
その中枢切断端に,50%HRP(ToyoboGra-
de I-C)を注入した｡3日間の生存後,2.5
0/0glutarardehydeilC/0Paraformardehydei
含む0.1M隣酸緩衝液で潜流固定し,脳幹と脊髄
および,脊髄神経節を摘出した｡摘出試料は,50
〟mの連続凍結切片にし,TMB反応を施した｡
結果 :Cl.C2,C3の脊髄神経節内にHRP捺
誠細胞がみられ,それらは特にCl,C2に災中し
ていた｡標識ニューロンの中枢突起は,明らかに
第-と第二の頚神経の後根で標識され.それを通
って脊髄に入る｡その後,これらは後角円に進入
するものと,背外来円を上行するものとに分かれ
る｡後角円に進入したHRP標識線維は.主に,
RexedY層の外側の脊髄網様核領域に終止する｡
また.一部 RexedⅣ層にもみられる｡一方,背外
来円を上行するHRP標識線維は,一部Rexed
l眉領域に終止しながら,大部分は,三叉神経脊
髄路に移行し,三叉神経脊髄路核の尾側至馴こ終止
し,延髄の錐体交叉の高さまで観察される｡
考察 :Bown anとCombs(1969)は.磁気生
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